
平成３０年度 今後の取組スケジュールについて 
 

・可能な限り早期に，住民中心の運営（地域リーダーによる運営）へ移行することを目標とする。 

⇒ビジョン期間あと３年かけて，住民中心のまちづくり組織設立へつなげる。 

 

４月上中旬   推進会議各構成員の新年度体制決定～地域代表等委員の御選出 

        運営会議メンバーの充実・新年度体制での運営スタート 

 

４月 9日    地域団体活動ステップアップサポート事業（～5月末日） 

        ＝募集説明会兼初年度事業報告会の実施（4月 16日） 

 

5月 16日    向島まちづくりビジョン推進会議 平成 30年第１回会議 

        ＝新年度体制の確認，平成 30年度の取組目標， 

スケジュールの確認 

5月下旬     まちづくり通信第 11号 発行 

        ＝次号からのまちの魅力発信媒体としての「タウン誌」への 

ステップアップを想定した編集体制・構成 

 

7月 23日    向島まちづくりビジョン推進会議 平成 30年第２回会議 

＝平成３０年度の進捗確認（取組ＷＧの状況など）， 

小・中跡地活用検討状況確認，今後の取組内容など 

8月末      まちづくり通信改め「タウン誌（仮）」第 1号（通算12号）発行 

＝まちづくり情報・まちの魅力情報を中心とした内容 

合わせて掲示板用「まちづくり通信瓦版」発行 

（以後定期的に） 

9月下旬    平成 30年度第１回（通称）「話し合う集い」 

        ＝二の丸北学区で実施。 
 

10月 28日    向島まつり 開催予定 

 

11月      向島まちづくりビジョン推進会議 平成 30年第３回会議 

＝平成３０年度の進捗確認（取組ＷＧの状況など）， 

平成３１年度以降の推進体制検討など 

「タウン誌（仮）」第 2号（通算 13号）発行 

 

２月      向島まちづくりビジョン推進会議 平成 30年第４回会議 

        １年の振り返りと来年を展望する集い（仮称） 開催 

＝平成３０年度の取組の振り返り，成果・課題共有，平成３１

年度計画や体制など 

３月      「タウン誌（仮）」第３号（通算 14号）発行 

実施済 

○推進会議：上半

期は1年目に引

き続き，大学・

行政のサポー

トによる開催

⇒下半期は運

営会議主体に

よる開催 

 

○運営会議（年 10

回程度）：上半

期は1年目に引

き続き，大学・

行政のサポー

トによる運営

⇒下半期：地域

住民・事業者等

の主体による

運営 

 

○運営会議等住

民・事業者主体

による取組ワ

ーキンググル

ープの随時実

施 

 

○活動グループ

の組織化等を

さらに推進，運

営会議等によ

るサポート 
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